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韓
国
仏
教
界
の
影
響
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て 

 

共
同
代
表 
井
上 

洋
子 

  

「
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
」
か
ら
「
燃
灯
祭
」

に
ご
招
待
を
受
け
、
「
刻
む
会
」
を
代
表
し
て
私

と
小
畑
事
務
局
長
が
５
月
10
日
か
ら
４
泊
５
日
ソ

ウ
ル
の
旅
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
の
生

誕
を
祝
う
こ
の
「
燃
灯
祭
」
は
、
韓
国
で
は
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ヴ
と
並
ん
で
祝
日
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

韓
国
仏
教
界
を
あ
げ
て
全
国
の
お
寺
で
１
年
間
を

か
け
準
備
さ
れ
る
程
の
盛
大
な
国
民
的
行
事
で
し

た
。 中

国
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、
カ
ナ
ダ
な
ど
10
か

国
の
国
を
代
表
す
る
僧
侶
の
方
々
と
同
様
の
お
も

て
な
し
を
受
け
、
宗
教
と
は
縁
遠
い
私
に
は
驚
き

と
戸
惑
い
の
方
が
い
さ
さ
か
大
き
か
っ
た
で
す
。

「
協
議
会
」
事
務
局
か
ら
は
「
刻
む
会
」
の
活
動

を
尊
敬
し
て
い
る
の
で
日
本
代
表
と
し
て
ご
招
待

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
聞
き
、
日
本
人
と
し
て
の

当
然
の
行
い
に
賞
賛
の
言
葉
を
頂
い
て
恐
縮
す
る

ば
か
り
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
機
会
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と

が
大
事
と
思
い
、
11
日
に
開
催
さ
れ
た
歓
迎
「
午

餐
会
」
で
は
、
場
違
い
か
と
は
承
知
し
な
が
ら
も

「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
」
の
お
話
も
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

12
日
は
韓
国
仏
教
界
を
代
表
す
る
「
曹
渓
寺
」

（
チ
ョ
ゲ
サ
）
で
、
韓
国
仏
教
指
導
者
表
敬
訪
問

が
あ
り
、
韓
国
で
は
お
い
そ
れ
と
拝
顔
で
き
な
い

と
い
う
曹
渓
宗
総
務
院
長

と
の
お
目
通
り
も
か
な
い

ま
し
た
。
曹
渓
宗
だ
け
で
１

万
２
千
人
も
の
僧
侶
、
公
式

だ
け
て
も
１
８
０
０
の
寺

院
を
有
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。 

 

そ
の
後

15

時
か
ら
は
曹

渓
宗
が
運
営
し
て
い
る
「
東

国
大
学
」
グ
ラ

ン

ド

で

公

式

行

事

が

20

年

ぶ

り

の

大

雨

の

中

で

挙

行

さ
れ
ま
し
た
。

各

国

代

表

と

共

に

「

刻

む

会
」
も
紹
介
さ

れ
て
、
檀
上
で
お
釈
迦
様
へ
の
お
水
や
り
を
さ
せ

て
頂
い
て
、
何
万
人
も
の
集
会
参
加
者
に
大
画
面

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
全
国
か
ら

集
ま
っ
て
来
ら
れ
た
信
徒
の
皆
さ
ま
と
絢
爛
豪
華

な
提
灯
行
列
に
出
発
し
ま
し
た
が
、
そ
の
様
子
は

韓
国
仏
教
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
同
時
中
継
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
服
を
着
て
行

進
し
た
小
畑
牧
師
は
、
観
覧
し
て
い
た
仏
教
徒
か

ら
怪
訝
な
（
？
）
視
線
を
感
じ
た
よ
う
で
す
（
笑
）
。

そ
の
日
夜
の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
で
は
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

で
祭
の
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

刻
む
会 
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「
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
」
は
２
０
１
５
年
夏

に
「
韓
・
日
・
中
」
の
持
ち
回
り
交
流
集
会
を
広

島
で
開
催
し
、
「
韓
国
人
被
爆
者
」
の
慰
霊
を
行

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
際
に
「
長
生
炭
鉱
水
没
事

故
」
に
つ
い
て
駐
広
島
総
領
事
よ
り
紹
介
さ
れ
、

２
０
１
６
年
の
追
悼
式
に
各
宗
派
を
代
表
し
た
高

僧
の
方
々
50
名
余
が
参
列
さ
れ
て
犠
牲
者
に
追
悼

を
捧
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ご
遺
族
の

方
々
の
感
動
ぶ
り
を
今
頃
に
な
っ
て
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

「
燃
灯
祭
」
に
先
立
っ
て
、
朝
鮮
半
島
の
統
一

を
祈
願
す
る
た
め
に
１
９
７
２
年
に
建
立
さ
れ
た

「
臨
津
閣
」
（
イ
ム
ジ
ン
カ
ク
）
に
観
光
で
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
南
北
の
軍
事
境
界
線
か

ら
７
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、
民
間
人
が
自
由
に
北

朝
鮮
に
最
も
近
づ
け
る
場
所
で
、
そ
こ
に
は
「
自

由
の
橋
」
が
あ
り
ま
し
た
が
朝
鮮
戦
争
で
壊
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
偶
然
そ
の
橋
を
渡
っ
て
北
か
ら
逃

げ
て
来
た
と
い
う
ハ
ラ
ボ
ジ
と
ご
家
族
に
会
い
お

話
し
を
少
し
だ
け
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
朝

鮮
半
島
に
統
一
の
春
が
訪
れ
、
こ
の
橋
も
再
び
繋

が
る
時
が
近
い
と
思
い
ま
し
た
。

統
一
を
願
い
、
各
国
僧
侶
の
皆
さ

ま
と
共
に
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ご
招
待
は
身
に
余
る
光

栄
で
し
た
が
、
韓
国
仏
教
界
の
持

つ
偉
大
な
力
を
実
感
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
「
協
議
会
」
の
皆
さ
ま

が
、
ど
う
し
た
ら
「
長
生
炭
鉱
水

没
事
故
」
の
犠
牲
者
の
遺
骨

返
還
が
実
現
で
き
る
の
か
、

真
剣

に

考

え

て

下

さ

っ

て

い
る

こ

と

を

夜

の

交

流

会

を
通

じ

て

知

る

事

が

で

き

ま
し
た
。
韓
国
大
統
領
の
任
期
は
政
治
の
腐
敗
を

防
ぐ
た
め
に
５
年
と
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
大
統
領
の
任
期
中
に
長
生

炭
鉱
水
没
事
故
遺
骨
問
題
の
解
決
を
韓
国
政
府
に

訴
え
た
方
が
い
い
と
の
助
言
も
い
た
だ
き
、
今
後

の
運
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。
「
協
議
会
」
の
皆
さ
ま
、
ソ
ウ
ル
で
お
会

い
し
た
遺
族
会
の
皆
さ
ま
の
歓
待
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
運
動
の
前
進

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

           

宇
部
市
職
員
の
現
地
研
修
会
報
告 

運
営
委
員 

横
山 

潤 

  

５
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り
、
約
90
分
の

所
要
時
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
名
の
宇
部
市

職
員
が
参
加
さ
れ
、
「
刻
む
会
」
メ
ン
バ
ー
は
、

井
上
洋
子
共
同
代
表
、
小
畑
太
作
事
務
局
長
、
私

の
３
名
で
し
た
。 

宇
部
市
と
の
「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題
解
決

協
議
会
」
は
２
０
１
０
年
８
月
に
は
じ
ま
り
（
翌

年
に
は
宇
部
市
長
と
も
面
談
を
し
た
そ
う
で
す
）
、

次
回
７
月
の
協
議
会
で
40
回
を
数
え
る
の
で
す
が
、

宇
部
市
職
員
の
方
々
に
、
追
悼
集
会
以
外
の
、
研

修
と
し
て
現
場
に
来
て
頂
く
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
で
、
井
上
共
同
代
表
、

小
畑
事
務
局
長
が
、
配
付
資
料
に
基
づ
き
つ
つ
、

長
生
炭
鉱
水
非
常
の
歴
史
経
緯
や
、
追
悼
碑
建
立

に
至
る
取
り
組
み
、
ひ
ろ
ば
の
掲
示
物
（
操
業
時

の
写
真
等
）
の
説
明
、
遺
骨
収
集
へ
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
海
岸
に
移
動
し
、
ピ
ー
ヤ
を
臨
ん
で
の

説
明
の
後
、
献
花
の
時
を
共
に
持
ち
ま
し
た
。
市

職
員
の
方
々
に
、
実
際
に
海
岸
で
ピ
ー
ヤ
の
前
に

立
つ
中
で
、
犠
牲
者
、
ご
遺
族
へ
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
頂
く
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

資
料
に
掲
載
さ
れ
た
、
取
り
壊
さ
れ
て
現
存
し 
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帰
郷
を
願
い
１
３
１
体
の
朝
鮮
人
法
要
式 

 

長
崎
県
対
馬
・
壱
岐
市
で
海
難
事
故
の
遺
骨 

運
営
委
員 

金
静
媛 

  

日
本
の
植
民
地
支
配
下
で
渡
日
し
た
朝
鮮
人
は

解
放
後
、
い
ち
早
く
帰
ろ
う
と
「
闇
船
」
等
で
故

郷
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
玄
界
灘
で
の
海
難
事
故

（
１
９
４
５
年
９
月
～

10
日
の
台
風
）
で
遭
難
し
、
１
３

１
体
の
朝
鮮
人
の
遺
骨
が
、
様
々
な
経
緯
に
よ
り

厚
生
労
働
省
の
管
理
の
下
、
埼
玉
県
の
所
沢
市
の

金
乗
院
か
ら
、
当
初
安
置
さ
れ
て
い
た
壱
岐
市
の

天
徳
寺
が
再
度
、
受
け
入
れ
帰
郷
ま
で
供
養
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

「
大
韓
民
国
人
芦
辺
港
遭
難
者
御
遺
骨
安
座
法

要
式
典
」
が
５
月
31

日
、
天
徳
寺
に
て
行
な
わ
れ

た
。「
刻
む
会
」
か
ら
は
井
上
洋
子
共
同
代
表
、
内

岡
貞
雄
顧
問
と
共
に
３
人
で
参
列
し
た
。 

 

式
で
は
厚
労
省
援
護
局
事
業
課
課
長
補
佐
が
挨

拶
し
「
１
９
７
６
年
に
壱
岐
付
近
で
地
元
の
人
や

市
民
団
体
が
86

体
を
収
集
し
、
83

年
か
ら
84

年
に

同
省
が
45

体
を
収
集
し
た
」
な
ど
と
経
緯
を
話
し

た
。 

 

白
川
博
一
市
長
は
「
１
６
８
人
が
遭
難
さ
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
祖
国
に
行
け
る
は
ず
が
不
幸
に
も
台

風
で
亡
く
な
ら
れ
、
痛
恨
の
極
み
で
す
。
」 

 
 

 

韓
国
の
仏
国
寺
の
僧
侶
は
韓
国
式
の
読
経
を
捧

げ
「
軍
人
の
遺
骨
は
返
還
さ
れ
た
が
、
民
間
人
は

未
だ
か
な
い
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
故
国
に
帰
る

よ
う
切
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。 

 

式
典
に
は
全
国
か
ら
「
遺
骨
奉
還
宗
教
者
市
民

連
絡
会
」
の
メ
ン
バ
ー
や
、
市
民
、
韓
国
の
市
民

ら
が
訪
れ
、
一
日
も
早
い
祖
国
へ
の
遺
骨
奉
還
を

願
い
供
養
を
捧
げ
た
。 

慰
霊
碑
前
で
法
要 

 

壱
岐
市
内
の
海
岸
付
近
に
は
１
９
６
７
年
に
地

元
の
有
志
に
よ
り
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
一
年
ご
と
に
交
互
に
韓
国
と
日
本
で
合
同
の

供
養
式
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
式
典
開
始
前
、
内

岡
顧
問
と
碑
を
訪
ね
た
。
偶
然
に
も
韓
国
の
僧
侶

達
と
出
会
い
読
経
中
、
犠
牲
者
に
手
を
合
わ
す
こ

と
が
出
来
た
。 

 

式
典
で
西
谷
徳
道
住
職(

天
徳
寺)

は
「
大
き
な

間
違
い
が
あ
っ
た
。
…
遺
骨
が
旧
三
菱
重
工
広
島

機
械
製
作
所
の
徴
用
工
の
も
の
と
い
う
誤
っ
た
認

定
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
誤
り

を
公
表
し
な
か
っ
た
事
。
真
相
が
曖
昧
で
返
還
が

遅
く
な
っ
た
。
…
遺
骨
は
本
来
ご
遺
族
に
帰
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
一
日
も
早
く
、
日
本
政
府
を
通
じ

て
韓
国
の
地
へ
お
帰
し
下
さ
い
。
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
言
葉
が
重
く
心
に
響
い
た
。 

            

な
い
「
捲
揚
機
」
の
画
像
を
見
て
、
「
私
が
子
ど

も
の
頃
に
は
ま
だ
あ
り
ま
し
た
よ
」
と
言
わ
れ
る

職
員
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
地
で
の
、
何
気
な
い
会
話
も
あ
っ
て
の
意
見

交
換
に
は
、
協
議
会
と
は
ま
た
異
な
っ
た
「
臨
場

感
」
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
問
題
解
決

の
進
捗
」
と
い
う
面
で
は
、
様
々
に
難
し
い
と
こ

ろ
も
確
か
に
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
、
現
地
研
修

が
初
め
て
実
現
し
た
よ
う
に
、
「
宇
部
市
と
の
協

働
の
可
能
性
は
、
実
は
様
々
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る

の
だ
な
ぁ
」
と
、
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。 

  
 

壱
岐
市
内
の
海
岸
付
近

に
あ
る
慰
霊
碑 

法
要
の
様
子 
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プログラム①  
はじめましての会（緑橋教会にて）  

プログラム②  
新川子どもまつり  

グループ毎にまつりを散策！  

 

プログラム③  
長生炭鉱フィールドワーク  

2016 年に続いて、今回も韓国・富川 (プチョン)から 22 人の中学生が 5 月 4～8 日

の日程で来日し、阿川、貴和の里、長生の３つのグループに分かれて活動しました。 

長生グループとして 11 人（中学生 8 人、スタッフ 3 名）を受け入れました。日本人の子ども達との交流を

目的に 5 つのプログラムを用意し、宇部市内の中学校へ案内のチラシを配布したところ、19 人（申し込み

２０名）の中学生の参加がありました。予想以上の反響に嬉しい悲鳴！また今回は、宿泊場所として浄

土真宗本願寺派の西法寺さんをご厚意で使わせていただくこととなり、素晴らしい交流ができました。 

今年 1 月 19 日、追悼ひろばの碑文の下に 6 枚の絵画を設

置しました。この絵を描いてくれたのは、現在京都在住の

チェ・ダヘさんです（写真）。  

チェ・ダヘさんはプチョン出身で、今回は通訳として長生

炭鉱グループに参加してくださいました。  

紙芝居と朗読劇の「アボジは海の底」を読み、この絵を作

成してくださったのですが、6 枚の絵に登場する人物の数

は合計すると犠牲者の数になるとのこと。  

彼女の思いがつまった作品です。  

ぜひ一度、追悼ひろばを訪れて絵を眺めてみてください。 

グ ル ー プ に 分 か
れて自己紹介、リ
ーダー決め、夕食
の メ ニ ュ ー と 段
取 り を 話 し 合 い
ました。  
み ん な め ち ゃ く
ちゃ緊張！  

日本側で参加した中学生のほとんどが長生

炭鉱について知らない子たちでした。  

韓国・プチョンの子ども達は勉強してきてい

るので、温度差はあったはずですが、この負

の歴史を現地で一緒に学ぶことを通して、お

互いを理解するきっかけとなりました。  

みんな  

ドキドキ！  

ワクワク！  

一人１０００円分のお小遣いをリーダーが管理。
みんなで相談しながら買うものを決めました。  

プチョンの子ども達は、５月７日 (月 )には阿川
と貴和の里のグループも一緒に防府から下関
に向かう途中、追悼ひろばを訪問し、献花をし
ました。  
その後、下関の朝鮮学
校を訪問し、学校の子
ど も 達 と 交 流 し ま し
た。  
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活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降)

 

※
太
字
…
詳
細
は
記
事
に
て
紹
介 

２
０
１
８
年 

▽
３
月

26
日(

月)
 

宇
部
市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会 

▽
３
月

28
日(

水)
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
知
事
・
教
育
庁
へ
の
質
問
に
関
す
る
協
議

及
び
座
談
会 

▽
４
月
７
日(

土)
 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
会

議(

神
戸)

参
加 

▽
４
月

11
日(

水)
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会 

▽
４
月

17
日(

火)
 

第

39
回
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問
題
解

決
協
議
会 

▽
４
月

19
日(

木)
 

第
１
回
運
営
委
員
会 

▽
４
月

29
日(

日)
 

臨
時
運
営
委
員
会(

第
２
回)

 

▽
５
月
４
～
６
日(

金
～
日)

 

プ
チ
ョ
ン
の
中
学
生
と
の
交

流
会(

長
生
グ
ル
ー
プ)

 

▽
５
月
７
日(

月)
 

プ
チ
ョ
ン
の
中
学
生(

全
体)

FW 

▽
５
月
９
日(

水)
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会 

▽
５
月

10
～

14
日(

木
～
月)

 

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
主
催

「
燃
灯
祭
」(

韓
国)

参
加 

▽
５
月

17
日(

木)
 

医
療
生
協
健
文
会
「
平
和
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
８
」
実
行
委
員
会 

▽
５
月

20
日(

日)
 

阿
含
宗
に
よ
る
長
生
炭
鉱
追
悼
集
会

参
加 

▽
５
月

22
日(

火)
 

宇
部
市
役
所

FW 

▽
５
月

24
日(

木)
 

第
３
回
運
営
委
員
会 

▽
５
月

25
日(

金)
 

韓
国
の
昌
原
一
行

FW 

▽
５
月

26
日(

土)
 

第
５
回
定
期
総
会 

 

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
強
制
労
働
映
像
版

上
映
及
び
新
版

「
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
」
試
写
会 

▽
５
月

27
日(

日)
 

無
窮
花
友
好
親
善
の
会
総
会(

飯
塚)

参
加 

▽
５
月

30
日(

水)
 

遺
骨
連
絡
会
奉
還
宗
教
者
市
民
連
絡

会
懇
親
会(

博
多)

参
加 

▽
５
月

31
日(

木)
 

 

壱
岐
・
対
馬
遭
難
朝
鮮
人
遺
骨
の
壱
岐

天
徳
寺
へ
の
移
管
法
要(

壱
岐)

参
加 

▽
６
月

12
日(

木)
 

第
４
回
運
営
委
員
会 

▽
６
月

13
日(

水)
 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ

ト
に
対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会 

▽
６
月

20
日(

水)
 

山
口
県
知
事
へ
の
申
し
入
れ 

荒
川
憲
幸
市
議
に
よ
る
宇
部
市
議
会
で
の
一
般
質
問 

▽
６
月

21
日(

木)
 

医
療
生
協
健
文
会
「
平
和
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
８
」
実
行
委
員
会 

▽
６
月

23
～

24
日(

土
～
日)

 
 

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
と
強
制
労
働 

長
崎
集
会(

長
崎)

参
加 

プログラム④  
夕食・宿泊交流！（西法寺にて）  

プログラム⑤  
全体交流会  

5/6 13:00～15:00 
開催場所  日本基督教団・防府教会  

終了後、現地解散  

メモをみて相談しながら

一緒に買い出し  

～夕食メニュー～  

・とんかつ  ・しょうがやき  

・ポテトサラダ  ・トン汁  

・チヂミ  ・キムチチャーハン  

運
転
手
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
山
本
さ
ん
に
よ
る
南
京

玉
簾
実
演
！ 

日韓の子ども達で協力し

て作りました！  

どれもおいしかったよ！  

5/6 の朝は西法寺さんに法話していた

だき、お弁当を持って、電車で防府まで。 

参加した日本の中学生の感想  

初
め
て
出
会
っ
た
韓

国
の
子
ど
も
と
日
本

の
中
学
生
と
も
仲
良

く
な
れ
た
。
外
国
か

ら
来
た
子
と
、
新
川

ま

つ

り

に

行

っ

た

り
、
料
理
を
作
っ
た

り
普
段
で
は
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん

経
験
し
ま
し
た
。
と

て
も
い
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

来
年
は
、
私
た
ち
が

韓
国
に
行
っ
て
交
流

し
た
い
♡ 

帰
り
た

く
な
い
く
ら
い
の
楽

し
さ
だ
っ
た
♡ 

初
め
は
ド
キ
ド
キ
し

て
い
た
け
ど
、
チ
ー

ム
や
交
流
な
ど
で
だ

ん
だ
ん
と
話
せ
る
よ

う
に
な
れ
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
来

年

も

韓

国

に

行

っ

て
、
友
達
を
い
っ
ぱ

い
つ
く
り
た
い
。 
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運
営
委
員
会
報
告
（

２

０

１

８

年

３

月

1 9
日

〜

２

０

１

８

年

６

月

25
日

） 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

【
委
員
会
会
議
開
催
】 

２

０

１

７

年
度 

第
12

回 
 

 
 

３

月
23

日(

金) 

欠
席
２

名
。 

２

０

１

８

年
度 

第
１

回 
 

 
４

月
19

日(

日) 

欠
席
１

名
。 

第
２

回(

臨
時) 

 

４

月
29

日(

日) 

欠
席
２

名
。 

第
３

回 
 

 

５

月
24

日(

木) 

欠
席
２

名
。 

第
４

回 
 

 

６

月
12

日(
火) 

欠
席
３

名
。 

【
追
悼
ひ
ろ
ば
】 

１
．
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
の
検
討
実
施
。 

２
．
井
戸
水
ポ
ン
プ
の
修
理
検
討
実
施
。 

３
．
垣
根
の
剪
定
検
討
実
施
。 

４
．
絵
画
展
示
の
壁
面
剥
離
修
繕
実
施
。 

５
．
壁
面
空
き
ス
ペ
ー
ス
へ
の
写
真
資
料
展
示
検
討
。 

【
遺
骨
等
収
集
】 

１
．
国
政
府
と
の
交
渉
の
た
め
遺
族
と
の
連
携
調
整
。 

２
．
山
口
県
政
に
取
り
組
み
の
た
め
の
協
力
要
請
を

申
し
入
れ
実
施
。 

３
．
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
引
き
続
き
拡
充
中
。 

【
学
習
会
等
】 

１
．
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
プ
チ
ョ
ン
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
会

FW
受
入 

５
／
５(

土)

、
５
／
７(

月) 

約
50
名
。 

２
．
韓
国
の
昌
原
一
行

FW 

５
／
25
（
金
）
29
名
。 

３
．
夏
の
学
習
会
（
医
療
生
協
健
文
会
「
平
和
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
８
」
に
合
流
）
７
／
29
（
日
）
検
討
。

平
和
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
実
行
委
員
会
に
委
員

を
派
遣
。 

【
証
言
・
関
係
資
料
収
集
発
刊
】 

１
．
過
去
の
炭
鉱
内
居
住
者
１
名
の
聴
き
取
り
再
実

施
。 

２
．
映
像
と
紙
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
作
業
継
続
。 

３
．
韓
国
出
版
『
角
が
出
た
海
』
の
日
本
語
版
出
版

作
業
継
続
。 

４
．
紙
芝
居
「
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

映
像
化
を
実
施
継
続
。 

５
．（
仮
称
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ノ
ー
ト
と
オ
プ
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
継
続
検
討
。 

【
行
政
交
渉
】 

１
．
宇
部
市
当
局
と
の
第
39
回
協
議
会
開
催 

４
／
17(

火)

［
宇
部
市
総
合
福
祉
会
館
］ 

２
．
宇
部
市
当
局
と
の
第
40
回
協
議
会
開
催
検
討 

７
／

13(

金)

［
宇
部
市
総
合
福
祉
会
館
］ 

(1)
ピ
ー
ヤ
の
説
明
板
設
置 

市
長
の
議
会
答
弁

を
受
け
一
部
修
正
か
全
面
改
定
か
を
協
議
。 

(2)
ピ
ー
ヤ
等
の
保
存 

相
変
わ
ら
ず
所
有
者
と

経
費
を
理
由
に
宇
部
市
政
は
指
定
に
難
色
。 

(3)
追
悼
集
会
へ
の
協
力 

山
口
県
政
へ
要
請
実

施
。 

(4)
市
民
へ
の
教
育 

進
捗
な
し
。 

(5)
遺
骨
等
の
収
集
と
返
還 

国
政
府
と
の
協
議

に
つ
い
て
共
有
。
協
力
関
係
を
模
索
。 

(6)
追
悼
碑
へ
の
協
力 

進
捗
な
し
。 

３
．
山
口
県
当
局
に
年
度
替
わ
っ
て
改
め
て
申
し
入

れ
実
施
６
／

20(
水)
。
①
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
、

国
政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
課
題
の
整
理
と

実
施
の
た
め
の
立
案
。
②
遺
族
の
遺
伝
子
情
報
収

集
に
つ
い
て
立
法
措
置
も
含
め
て
検
討
・
協
力
。

③
追
悼
集
会
へ
の
参
加
・
挨
拶
・
代
表
献
花
、
遺

族
会
と
の
会
食
、
検
討
。
④
ピ
ー
ヤ
の
保
存
に
つ

い
て
協
力
。 

４
．
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会 

上
記
申
入
れ
後
に

開
催
。
戸
倉
多
香
子
議
員
（
国
民
民
主
党
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
）
が
質
問
の
方
向
。 

５
．
市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会 

 

３
／

26(

月)

開

催
。
６
／
20(

水)

荒
川
憲
幸
議
員
（
共
産
党
）
が

議
会
に
て
質
問
。 

６
．
国
政
府
へ
の
申
し
入
れ
準
備
。
遺
族
同
行
他
。 

【
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
助
成
金
停
止
問
題
】 

１
．
朝
鮮
学
校
を
支
援
す
る
山
口
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

加
盟
団
体
と
し
て
、
県
知
事
（
原
則
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
下
関
市
長
（
原
則
毎
月
第
４
火
曜
日
）
へ
の
要
請
行

動
に
参
加
。 

２
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

HP
と
会
計
を
引
き
続
き
担
当
。 

３
．
宇
部
市
人
権
施
策
推
進
審
議
会
に
要
望
書
提
出
。 

【
他
団
体
と
の
連
携
】 

１
．
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
「
燃
灯
祭
」
５
／
12(

土)

招
待
に
委
員
２
名
を
派
遣
。 

２
．
無
窮
花
友
好
親
善
の
会
総
会
５
／
27(

日)

に
顧

問
を
派
遣
。 

３
．
壱
岐
・
対
馬
遭
難
朝
鮮
人
遺
骨
の
壱
岐
天
徳
寺

へ
の
移
管
５
／
31(

木)

に
委
員
他
を
派
遣
。 

４
．
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
と
強
制
労
働 

長
崎
集
会
６
／
23
（
土
）
〜
24
（
日
）
に
委
員
を

派
遣
。 

５
．
２
０
１
８
年
度
定
期
総
会
の
企
画
検
討
。 

【
そ
の
他
】 

１
．
定
期
総
会
準
備
実
施
。 

２
．
運
営
委
員
他
選
任
検
討
。 

３
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
討
。 

４
．
会
報
誌
『
刻
む
会
た
よ
り
』

発
行
準
備
。 
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会計報告 2018/03/01〜2018/03/31 （円） 

【一般会計】 
  科 目 年度予算 期間実績 実績累計 率 備考 
  歳入           

1 会費 400,000 14,000 518,000 129.5%   

2 寄付金 1,000,000 63,100 987,554 98.8% ※ 

3 物販 40,000 0 41,300 103.3%   

  証言・資料集 20,000 0 39,300 196.5%   

  その他 20,000 0 2,000 10.0%   

4 雑収入 5,000 0 3,740 74.8%   

5 前期繰越金 0 0 0     

6 
特別会計より繰

入 
0 0 0     

  合  計 1,445,000 77,100 1,550,594 107.3%   
                歳出           

1 事務費 60,000 2,807 53,610 89.4%   

2 広報費 220,000 49,206 187,771 85.4% たより印刷送料 

3 会議費 30,000 0 30,000 100.0%   

4 追悼碑管理費 10,000 723 5,505 55.1% 電気代 

5 活動費 750,000 5,832 820,663 109.4%   

  学習会等 70,000 0 49,126 70.2%   

  追悼集会 500,000 0 605,385 121.1%   

  その他活動 180,000 5,832 166,152 92.3%   

6 他団体会費等 40,000 5,000 43,000 107.5% 
強制動員真相究明ネッ

トワーク 

7 雑支出 35,000 2,710 25,594 73.1%   

 手数料 25,000 2,710 19,212 76.8%   

 その他 10,000 0 6,382 63.8% 弔電他 

8 予備費 50,000         

9 特別会計へ繰出 250,000 384,451 384,451 153.8% 遺骨収集特別会計へ 

  小  計 1,445,000 450,729 1,550,594 107.3%   

10 繰越金 0 -373,629 0     

  合  計 1,445,000 77,100 1,550,594 107.3%   

※ 寄付者（敬称略） 

 猪股健太郎 呉 世 憲 杵渕 智子 木村 道江 京田 一美 坂内 義子 白川 猶子 

 鈴木 忠実 高橋  信 武永 佳子 田中  豊 

 大阪同和・人権問題企業連絡会 森田ホールディングス第二グループ 国平寺 

 日朝協会山口県支部 （その他匿名 4 名） 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 1,632,116         

繰入金 0   繰越金 1,632,116   

合 計 1,632,116   合 計 1,632,116   

      

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 1,598,534        

繰入金 384,451   繰越金 1,982,985  

合 計 1,982,985   合 計 1,982,985   

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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総
会
報
告 

 

第
５
回
（
２
０
１
８
年
度
）
定
期
総
会
が
５
月
26
日
、

宇
部
緑
橋
教
会
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

正
会
員
数

100
名
（
２
０
１
８
年
５
月
20
日
現
在
）
の
と

こ
ろ
、
実
出
席
16
名
、
委
任
状
出
席
36
名 

計
出
席
52

名
の
出
席
に
よ
っ
て
、
議
長
・
島
敞
史 

書
記
・
山
内
弘

恵
の
下
、
活
動
報
告
・
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
活

動
方
針
・
予
算
案
、
規
約
一
部
改
正
案
及
び
役
員
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

結
果
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
左
記

の
と
お
り
役
職
を
選
任
し
ま
し
た
。 

運
営
委
員 

 

① 

共
同
代
表 

井
上
洋
子 

 

木
村
道
江 

② 

書
記 

山
内
弘
恵 

③ 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

④ 

そ
の
他
運
営
委
員 

金
静
媛 

佐
々
木
明
美 

徐
鶴
奎 

原
よ
し
え 

 

藤
本
一
規 

宮
本
輝
男 

横
山
潤 

顧
問 

内
岡
貞
夫 

島
敞
史 

議
事
録
署
名
人 

高
田
穣 

時
田
洋
輔 

会
計
監
査
委
員 

木
村
和
彦 

真
鍋
み
ど
り 

※
内
岡
貞
雄
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
関
門
海
峡
を
越
え
て
会
議
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
移
動
が
長
距
離
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
継
続
が
難
し
く

な
っ
た
の
で
、
本
総
会
に
て
共
同
代
表
か
ら
顧
問
に
移
行
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
規
約
変
更
も
行
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
議
案
書
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

強制動員真相究明ネットワーク主催 

「明治産業革命遺産」と強制労働―6・23 長崎集会及び 

6・24 フィールドワーク報告 

100 名を超す参加者で

熱い集会となりました。 

裵東録さんから、心の底から湧

き上がる怒りのアピール！ 

6・23 集会 

6・24 フィールドワーク 

岡まさはる記念館を見学後、三菱兵器住吉トンネル工場跡→

爆心地付近→平和公園 

三菱兵器住吉トンネル工場跡 

このトンネルの上には現在道路

やマンションが立ち並ぶ。  

爆心地付近にある朝鮮人
原爆被爆者追悼碑（上）と
外国人戦争犠牲者追悼碑

（下） 

集会で報告があった平
和公園内にある「浦上刑
務所支所」跡（左上）。 

当時、中国人・朝鮮人の
政治犯が収容されてい
た。 
逃亡させないための高
い壁があり、今も一部が
残っている。 
中国から贈られてきた
モニュメント（左下）に
赤いペンキが塗られた
ことがあったらしい。 

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
！ 

「
刻
む
会
」
事
務
局
に
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
！ 

「刻む会」の定期総会終了後にこの日韓市民による世界遺

産ガイドブック「明治日本の産業革命遺産」と強制労働・映

像版を上映しました。（新版 DVD『アボジは海の底』試写も行いました。） 

たより同封物 

 

・夏の学習会 

チラシ 

・振替用紙 

・映画『蒼の

シンフォニ

ー』上映会 

チラシ 

井上洋子共同代表と山内弘恵書記が参加しました。 


